
資料１－２－１ 

 

 

小規模事業場向け有機性排水処理技術分野の 

進捗状況及び今後の予定について 

 

 

１．平成１７年度の進捗状況 

 

（１） ワーキンググループ（ＷＧ）開催経緯等 

１７年    ５月２４日～６月３日 実証運営機関の公募 

６月２３日  平成１６年度実証試験結果報告書の公表 

 ８月４日 実証運営機関選定の公表 

 １０月６日 平成１７年度第１回ＷＧ開催 

     

（２） 実証試験状況等 

第１回ＷＧにおいて、小規模事業場向け有機性排水処理技術分野については、手

数料徴収体制への移行に際し、技術分野固有の課題が残されていることから、「平

成１７年度環境技術実証モデル事業実施要領」の規定により、平成１７年度は手数

料徴収体制の検討に専念することとした。現在、手数料の低減を目的とした実証試

験要領の見直しを検討中であり、年度内に「小規模事業場向け有機性排水処理技術

（厨房・食堂、食品工場関係）実証試験要領（第３版）」を策定する予定。 

 

（ＷＧ検討員名簿は資料1-2-2参照） 

 

２．今後の予定 

 

○ 平成１７年度第２回ＷＧを１２月７日に開催予定。 

○ 年度内に実証試験要領（第３版）を策定し、その後、実証機関の公募を開始する予定。 



資料１－２－２ 

 
平成１７年度環境技術実証モデル事業検討会 

有機性排水処理技術ワーキンググループ 検討員名簿 
 

藤田 正憲 高知工業高等専門学校 校長 

岡田 光正 広島大学 副学長 

中井  尚 (社)日本フードサービス協会 事務局長、業務部長 

名取  眞 (社)日本産業機械工業会 国際環境技術協力ｾﾝﾀｰ 顧問 


